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ま
れ
、
雨
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ま
る
で
、
今
の
方
向

性
の
定
ま
ら
な
い
情
勢
を
表
す

か
の
よ
う
に
、
右
へ
左
へ
と
嵐

の
よ
う
な
風
が
吹
き
付
け
る

5
月
1
日
、
武
蔵
野
市
に
あ

る
井
の
頭
公
園
に
て
、
第
82
回

三
多
摩
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
会
場
で
は
天
気
が
危
ぶ

中
、
7
0
0
0
名
（
清
瀬
久
留

米
支
部
58
名
の
参
加
）
を
こ
え

る
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
3
月

に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
被

6月支部事務所閉鎖日

春
の
拡
大
月
間
も
終
盤
に
入

り
、
目
標
63
名
に
対
し
成
果
は

5
月
1
日
現
在
で
17
名
（
到
達

率
27
％
）
で
し
た
。
事
業
所
か

ら
の
新
加
入
と
一
人
親
方
労
災

加
入
が
メ
イ
ン
の
加
入
で
す
。

訪
問
行
動
に
積
極
的
に
出
て

い
く
こ
と
を
提
起
し
、
三
葉
分

会
な
ど
成
果
の
上
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
行
動
日
に
行
動

で
き
な
け
れ
ば
、
別
の
日
を
設

け
て
行
動
す
る
な
ど
活
発
な
動

き
を
取
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

半
数
の
分
会
か
ら
成
果
が
出
て

お
ら
ず
、
拡
大
行
動
は
非
常
に

遅
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
拡
大
状
況
は
左
記
表

の
通
り
で
す
。
行
動
日
も
残
す

と
こ
ろ
、
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。

身
近
で
、
又
は
仲
間
の
知
り

合
い
な
ど
労
災
加
入
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
が
い
な
い
か
、
再

度
呼
び
か
け
や
訪
問
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

今
後
の
統
一
行
動
日
は
以
下

の
通
り
で
す
。
5
月
25
日
（
水
）

26
日
（
木
）
29
日
（
日
）
で
す
。

ま
た
、
5
月
31
日
に
は
あ
り

が
と
う
・
お
め
で
と
う
の
会
が

各
分
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

拡
大
行
動
と
一
緒
に
、
各
分

会
で
あ
り
が
と
う
・
お
め
で
と

う
の
会
へ
の
お
誘
い
も
行
い
ま

し
ょ
う
。

最
後
に
笑
っ
て
交
流
で
き
る

よ
う
、
全
分
会
目
標
達
成
を
目

指
し
て
春
の
拡
大
月
間
を
や
り

抜
き
ま
し
ょ
う
。

6月13日（月）
集団健康診断の振り替え休日と
して、支部事務所を閉鎖させて
いただきます。

春
の
拡
大
月
間
も
最
終
盤
!!

拡
大
目
標
を

全
分
会
達
成
し
よ
う

災
地
支
援
や
、
国
と
東
電
を
は

じ
め
と
し
た
大
企
業
へ
の
復
興

と
、
原
発
の
安
全
責
任
の
追
及

を
含
め
、
引
き
続
き
『
貧
困
と

格
差
の
解
消
』『
す
べ
て
の
労

働
者
の
賃
上
げ
と
雇
用
確
保
』

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
宣
言
に
て
年
収
2

0
0
万
円
以
下
の
労
働
者
が
3

人
に
1
人
に
達
し
、
雇
用
者
総

数
が
5
1
0
0
万
人
の
う
ち
、

1
7
0
0
万
人
が
非
正
規
労
働

者
の
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
や
、
そ
の
こ
と
を
原
因
と
し

た
消
費
の
伸
び
悩
み
、
又
、
そ

の
一
方
で
、
大
企
業
だ
け
は
巨

額
の
内
部
留
保
を
積
み
増
し

し
、
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大

企
業
5
0
0
0
社
の
内
部
留
保

は
総
額
で
2
5
0
兆
円
を
超
え

て
い
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
も
各
団
体
や
組
合
よ
り

「
医
療
制
度
、
教
育
、
派
遣
労

働
、」
に
対
す
る
多
く
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は
、
恒
例
の

土
建
バ
ン
ド
が
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
り
、
力
強
い
演
奏
と
歌
声
を

届
け
、会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

最
後
に
集
会
決
議
を
採
択

し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い

デ
モ
行
進
へ
と
移
り
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
で
は
「
国
民
い
じ

め
の
消
費
税
増
税
反
対
」「
す

べ
て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
と
雇

用
確
保
を
」
と
力
強
く
声
高
々

に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い

吉
祥
寺
駅
へ
と
デ
モ
行
進
を
行

い
、
無
事
82
回
目
と
な
る
三
多

摩
メ
ー
デ
ー
を
終
了
し
ま
し

た
。
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吉
祥
寺
市
街
へ
と
元
気
い
っ
ぱ
い
デ
モ
行
進

土建バンド　熱唱で困難に
立ち向かう決意表明

7
0
0
0
名
を
超
え
る
仲
間
が
集
結

第82回

三
多
摩
メ
ー
デ
ー
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毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
支
部

集
団
健
康
診
断
を
5
月
6
月
と

2
回
行
い
ま
す
。

5
月
は
東
久
留
米
第
一
小
学

校
（
受
付
終
了
）
6
月
12
日

（
日
）
清
瀬
小
学
校
体
育
館
に

て
行
い
ま
す
。

組
合
員
と
家
族
の
健
康
を
守

る
東
京
土
建
の
健
康
診
断
で
、

基
本
健
診
は
無
料
に
な
っ
て
い

ま
す〈
土
建
国
保
加
入
者
の
み
〉

6
月
の
清
瀬
小
学
校
で
行
う

集
団
健
康
診
断
の
申
し
込
み
締

切
日
は
、
5
月
30
日
（
月
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
申
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
是
非
受
診
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
、
締
め
切
り
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
持
ち
物

・
保
険
証
と
一
体
に
な
っ
て
い

る
特
定
健
康
診
査
受
診
券

・
問
診
票

・
各
種
受
診
検
査
容
器

・
指
定
時
間
の
書
か
れ
た
受
付

表・
健
診
料
金
（
オ
プ
シ
ョ
ン
を

受
診
さ
れ
る
方
は
追
加
料
金
も

お
忘
れ
な
く
）

お
問
い
合
わ
せ：支

部
事
務
所
ま
で

の
募
金
は
清
瀬
久
留
米
支
部
と

し
て
、
総
額
7
5
8
、
3
7
2

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

厳
し
い
情
勢
の
中
、
多
額
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま

っ
た
義
援
金
は
責
任
を
持
っ
て

支
部
か
ら
本
部
へ
送
金
い
た
し

ま
し
た
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る

管
理
建
築
士
な
ら
び
に
建
築
士

に
対
し
て『
管
理
建
築
士
講
習
』

お
よ
び
『
建
築
士
定
期
講
習
』

の
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
東
京
土
建
で
は
新

た
に
国
土
交
通
省
の
登
録
講
習

機
関
「
東
京
土
建
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」

分会の変遷

群
に
入
っ
て
そ
の
群
は
間
も

な
く
解
散
し
た
。

そ
の
後
に
六
群
が
出
来

て
、
私
が
群
長
に
な
り
私
の

都
営
ア
パ
ー
ト
の
一
室
を
集

昭
和
五
十
年
頃
だ
っ
た

と
思
う
、
私
は
東
京
土
建

清
瀬
久
留
米
支
部
の
組
合

員
に
な
っ
た
。

当
時
の
組
合
は
八
幡
町

の
路
地
裏
の
バ
ラ
ッ
ク
の

二
階
だ
っ
た
。

私
は
松
竹
分
会
の
群
に

入
っ
た
が
何
群
だ
っ
た
か

忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
が

会
所
に
充
て
た
。
当
時
は
六

群
も
十
数
人
の
会
員
が
い
て

賑
や
か
だ
っ
た
が
、
皆
高
齢

だ
っ
た
。
一
人
欠
け
二
人
欠

け
病
没
し
た
。
そ
の
後
、
脱

退
も
多
く
、
六
群
に
最
後
ま

で
残
っ
た
の
は
私
と
石

川
さ
ん
の
二
人
だ
っ
た

が
、石
川
さ
ん
も
倒
れ
、

私
一
人
が
生
き
残
り
六

群
は
解
散
し
た
。

昔
の
人
は
親
切
だ
っ

た
と
い
う
バ
ブ
ル
崩
壊

か
ら
人
情
は
地
に
墜
ち

社
会
情
勢
が
悪
く
な
っ

た
。長
い
不
況
の
為
か
、

人
情
は
地
に
落
ち
人
生

も
短
く
な
っ
た
よ
う

だ
。

終
わ
り
に
今
後
の
分
会
御

発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
結
び
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す

松
竹
分
会
　
後
藤
　
孝

を
設
立
し
ま
し
た
。
講
習
の
お

済
で
な
い
方
は
お
気
軽
に
支
部

窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下
さ

い
。ま

た
、
ど
け
ん
共
済
会
で
は

『
建
築
士
総
合
賠
償
保
険
』
の

新
規
募
集
も
始
ま
り
ま
し
た
の

で
合
わ
せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
東
北
関
東
に
甚
大
か
つ

壊
滅
的
被
害
を
与
え
、
加
え
て

福
島
原
発
事
故
は
収
拾
の
目
途

も
立
た
ず
現
在
も
深
刻
な
事
態

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
に
東
京
土
建
と
し
ま

し
て
は
救
援
物
資
や
義
援
金
な

ど
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
先
月
の
義
援
金

支
部
集
団
健
康
診
断

6
月
12
日
（
日
）

春
の
共
済
推
進
月
間
速
報

東
日
本
大
震
災
救
援
物
資
・

義
援
金
の
取
り
組
み
報
告

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
?

2
0
1
1
年
度
も
早
い
も
の

で
5
月
を
迎
え
、
春
の
拡
大
月

間
も
終
盤
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

就
業
実
態
調
査
の
影
響
も
あ

り
春
の
拡
大
月
間
を
迎
え
て

も
、
中
々
拡
大
行
動
に
出
ら
れ

な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
ま
し

た
。推

進
月
間
も
終
盤
を
迎
え
、

今
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か

け
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
拡

大
月
間
と
同
時
に
行
っ
て
い
る

共
済
推
進
月
間
も
同
じ
く
終
盤

戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。

春
の
共
済
推
進
月
間
各
分
会

目
標
数
は
左
記
表
の
通
り
で

す
。現

在
、
共
済
推
進
の
成
果
が

あ
ま
り
な
く
、
こ
の
遅
れ
を
挽

回
す
る
た
め
に
も
残
り
の
拡
大

行
動
日
は
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。滝

山
分
会
で
は
先
月
の
タ
マ

ゴ
デ
ー
で
火
災
加
入
・
自
動
車

見
積
も
り
の
両
目
標
と
も
達
成

し
ま
し
た
。
拡
大
と
一
緒
に
共

済
の
推
進
も
ご
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。

この度、長きにわたって連載を行ってきた『おも
いで』を休刊しまして、新コーナーを設置すること
となりました。
新コーナー名は『その時あなたは…』と題し、毎
回テーマを設置し、各分会の通信員が仲間を訪問し
仲間との会話などからなるべく最近の話題を記事と
して掲載していく形で行います。その他にも仲間の
近況報告など、各分会などから出し合い親しみやす
い記事の掲載もしていく予定です。新たな取り組み
なのでうまくいかない点などもあるとは思いますが、
ご協力をお願い致します。

※ご確認ください
特定健康診査受診券に『節

目健診』と書かれている方は
集団健康診断での受診ではな
く、提携診療所などでの『人
間ドック』の受診をお勧めし
ます。

第34回 にご参加を

地震対策で仕事確保！

6月5日（日）午前10時～午後5時
清瀬市：3会場 清瀬市第7小学校（元塩）

竹丘公園（松竹）
中清戸けやき公園（清里）

東久留米市：4会場
滝山団地センター前（滝山）
東久留米市民プラザ前
（三葉・南町・青年部）
スーパーマルエツ前（北浅）
八幡団地東公園（青空）

住まいの何でも相談（住宅エコポイント制度・耐
震補強相談）包丁研ぎ、まな板削りなどの奉仕活動
今年で34回目となる住宅デーは、この間の私達の

様々な活動を通じて地域住民・諸団体・自治体に建
設産業に従事する技術専門家集団として一定の信頼
と価格、ネットワークの輪が広がりつつあります。
今回は、東日本大震災直後の住宅デーということ

で、支部統一企画として火災警報器取付・家具転倒
防止金具取付相談を行います。また今年度も住宅版
エコポイントを大々的に宣伝し、相談窓口を設置す
るなどして来場者の住宅相談に対応していきます。
より幅広く地域住民の方々へのアピールとニーズ

に沿った取り組みで、地域との信頼関係をより一層
大きくしていきましょう。

けんせつ掲載記事への
ご協力お願い致します
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